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▶ 2018年度の業績について
　2018年度は、市場関連収益の減収を主因に、業務粗利益は前年度比1,285
億円減少の3兆7,257億円となりました。営業費は、海外での業容拡大や規制対
応コスト等を主因として、前年度比257億円増加しました。この結果、業務純益
は、前年度比1,542億円減少の1兆785億円となりました。
　与信関係費用の改善や、モルガン・スタンレーの貢献利益の増加などがありま
したが、三菱UFJニコスのシステム統合計画見直しに伴う損失計上もあり、親会
社株主に帰属する当期純利益は、前年度比1,169億円減益の8,726億円となり
ました。
　経営の健全性を表す自己資本比率は、2019年3月末の普通株式等Tier1比
率が12.23%となり、引き続き十分な水準を確保しています。

　2018年度の期末配当は予定通り11円としました。2018年度の年間配当は、
中間配当11円とあわせて22円、前年度比で3円の増配となります。配当性向は
32.9%まで上昇しました。
　2019年度の配当予想は、さらに3円増配の年間25円を予定しています。今
後も、配当性向40%の早期実現に向けて、1株当たり配当金の安定的・持続的
な増加に努めます。

▶中期経営計画の進捗について
　今中期経営計画で掲げている「グループ一体型経営」については、お客さまの
ご理解・ご協力により、銀行・信託銀行の法人貸出等業務統合を完了しました。
　戦略出資に関しては、インドネシアの大手商業銀行バンクダナモンの子会社化
や、豪州のアセットマネジメント会社の買収合意など、市場成長の取り込みに向け
着実に対応しています。
　また、変革・再創造実現のための「11の構造改革」は、課題が明らかになって
きた領域もありますが、その取り組みは概ね順調に進捗しています。デジタライ
ゼーション戦略では、米国Akamai社と高速・大量決済を可能とする新会社
「Global Open Network」を共同設立し、来年度のビジネス開始を予定してい
ます。また、新たな機能特化型店舗「MUFG NEXT」をオープンし、本年度には対
面でのご相談に特化した「コンサルティング・オフィス」も展開する予定です。今
後もお客さまのニーズに合わせ、ネットワークを進化させてまいります。
　ESG課題への取り組みについても進展がありました。MUFGとして地球規模
の課題解決に貢献するため、新たに20兆円というサステナブルファイナンスの数
値目標を設定しました。あわせて、新設の石炭火力発電所へのファイナンス原則
禁止方針を含む「MUFG環境・社会ポリシーフレームワーク」の改定を実施し、
7月から適用を開始します。

　私たちMUFGは、グループ一体でビジネスモデルを変革し再創造をめざす途
上にあります。経営環境は厳しいものがありますが、「新しい信頼をつくろう」を合
言葉に、お客さまの真のニーズ・期待にお応えする商品・サービスを提供してい
きます。「グローバルに信頼・信用され、イノベーションを象徴する存在」の実現を
めざし、企業価値の向上に努めてまいりますので、今後とも一層のご支援を賜りま
すよう、よろしくお願い申し上げます。

2019年6月
取締役

代表執行役社長 グループCEO

2019年 4月に、グループCEOに就任いたしました三毛です。

株主の皆さまには、平素より格別のお引き立てを賜り

厚く御礼申し上げます。

私から、2018年度の業績および

今後の取り組みについてご説明します。　
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連結業務粗利益（信託勘定償却前）

営業費（△）

連結業務純益
（一般貸倒引当金繰入前・信託勘定償却前）

与信関係費用総額（△は費用）

経常利益

親会社株主に帰属する当期純利益

資産の部合計

 貸出金（銀行勘定）

　有価証券

　　うち国債

負債の部合計

　預金

純資産の部合計

普通株式等Tier1 比率

Tier1 比率

総自己資本比率

38,542

26,214

12,328

△461

14,624

9,896

3,069,374

1,080,909

592,661

235,513

2,896,423

1,773,123

172,950

12.58%

14.32%

16.56%

（注）業績説明に使用している計数は、各々単位未満を切り捨てて表示しています。従って、表中のある項目の計数と他の項目を加減計算した
　　結果とが一致しないことや、説明文中の増減数値とグラフ・表中の計数を加減計算した結果とが一致しないことがあります。

2017年度損益の状況（連結）

資産・負債の状況（連結）

自己資本の状況（連結）

2018年度

2017年度末 2018年度末

37,25738,542

（億円）

2017年度 2018年度

48,000

36,000

24,000

12,000

0

連結業務粗利益

外貨預貸金収益の増加により資金利益が
増加しましたが、市場関連収益が減少し、前
年度比1,285億円減少しました。

決算のポイント

●

●

●

親会社株主に帰属する当期純利益
は、8,726億円

貸出金は前年度末比0.6兆円の減少、
預金は2.8兆円の増加

普通株式等Tier1比率は12.23%と、
十分な水準を維持

与信関係費用総額*

貸倒引当金の戻入を主因に、前年度比402億
円改善しました。
* 与信関係費用（信託勘定）+一般貸倒引当金繰入額+与信
関係費用（臨時損益）+貸倒引当金戻入益+偶発損失引当
金戻入益（与信関連）+償却債権取立益

自己資本比率（バーゼルⅢ）

普通株式等Tier1比率*は12.23%と、十分
な水準を維持しています。
* 普通株式等Tier1比率=中核的な自己資本（資本金・
剰余金）÷リスク・アセット

8,726

（億円）

2018年度

9,896

2017年度

12,000

9,000

6,000

3,000

0

親会社株主に帰属する当期純利益

前年度比1,169億円減少し、8,726億円と
なりました。

営業費

海外での業容拡大や規制対応コスト等によ
り、前年度比257億円増加しました。

2017年度末 2018年度末

（単位：億円）

（単位：億円）

37,257

26,471

10,785

△58

13,480

8,726

3,111,389

1,074,124

642,624

226,430

2,938,772

1,801,712

172,616

12.23%

13.90%

16.03%

預金貸出金

107.4

180.1
（兆円）

2018年度末

108.0

177.3

2017年度末

200

150

100

50

0

貸出金・預金

貸出金残高は、政府等向け貸出および住宅
ローンを主因に、前年度末比0.6兆円減少
しました。預金残高は、個人預金および海外
預金の増加により、前年度末比2.8兆円増
加しました。
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8,726

約1.500

9,000

ー

■ 期末配当　■ 中間配当

2018年度の年間配当は、前期に比べ3円増配の1株当たり22円としました。2018年
5～ 6月に約500億円の自己株式を取得したほか、2018年11～ 12月にも約1,000億
円の自己株式を取得しました。

2018年度

2019年度の1株当たりの年間配当額は2018年度より3円増配の25円を予想してい
ます。

2019年度

配当・自己株式取得株主還元の基本方針

普通株式1株当たりの配当額

8,526

ー

9,848

ー

10,337

約1,000

9,514

約2,000

9,264

約2,000

9,896

約2,000

自己株式の取得価額の総額（単位：億円）

32.9％ 35.9％22.0％ 23.4％ 24.6％ 26.3％ 26.4％ 25.5％

配当性向

親会社株主純利益（単位：億円）

（業績目標）

10円

9円

19円

11円

11円

22円

7円

6円

13円

7円

9円

16円

9円

9円

18円

9円

9円

18円

9円

9円

18円 12.5円

12.5円

25円
25

20

15

10

5

0

（円）

’16年度 ’17年度 ’18年度 ’19年度
（予想）

’12年度 ’13年度 ’14年度 ’15年度

　資本の健全性や成長のための投資との最適バランスを検討した上で、配当を
基本として株主還元の充実に努めます。

利益成長を通じた1株当たり配当金の安定的・持続
的な増加を基本方針とし、配当性向は40%をめざし
ます

配当

保有する自己株式の総数の上限を、発行済株式総数
の5％程度を目安とし、それを超える数の株式は、原
則として消却します

自己株式
消却

2023年度までに配当性向40％への引き上げ
をめざします

自己株式取得は、資本効率の向上に資する株主還元
策として、 機動的に実施します

①業績・資本の状況 ②成長投資の機会
③株価を含めた市場環境、を考慮します

格付A以上の確保に必要な資本水準を、安定
的に維持できる見通しを確認します

自己株式
取得
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三菱UFJ銀行は、2019年4月にインドネシアの大手商業銀行PT Bank Danamon 
Indonesia, Tbk.（バンクダナモン）への追加出資を完了し、同社を連結子会社としま
した（株式所有割合：94.1%（2019年5月1日時点））。
MUFGはこれまで、戦略出資等を通じて、アジアを中心とした商業銀行ビジネスプラ
ットフォームの構築に向けて取り組んできました。バンクダナモンへの戦略出資完了
に伴い、アジア・米国のパートナーバンク＊との協働を一層強化していきます。

インドネシア大手商業銀行への出資を完了
2019年3月、三菱UFJ銀行は、東銀リー
ス＊とともにドイツに拠点を置くDVBバン
クの航空機ファイナンス関連事業を譲受
することに合意しました。
本譲受によりグローバルCIB事業本部の
主要施策であるビジネスモデル変革をさ
らに推し進め、一層の収益性向上をめざ
します。

航空機ファイナンス関連事業の買収について

ベトナム
ヴィエティンバンク

米国
MUFGユニオンバンク　

インドネシア
バンクダナモン

タイ
クルンシィ（アユタヤ銀行）

フィリピン
セキュリティバンク

本ページでは、MUFGのさまざまな最新ニュースをご紹介します。

＊ MUFGユニオンバンク（米国）、クルンシィ（アユタヤ銀行）（タイ）、バンクダナモン（インドネシア）、ヴィエティンバンク（ベト
ナム）、セキュリティバンク（フィリピン）の5行

＊ MUFGの持分法適用会社

MUFGとAkamai Technologies, Inc.＊が共同設立したGlobal Open Network
株式会社は、2019年4月1日に国内でオープンなペイメントネットワークを提供する
事業会社Global Open Network Japan株式会社を設立しました。
新会社は新型ブロックチェーン技術を活用し、さまざまな事業者に安全かつ大容量
の決済取引処理を提供していく予定です。2020年上期のサービス開始をめざして
準備を進めています。

新たなペイメントネットワーク事業の立ち上げに向けて

＊ インターネット上でデジタルコンテンツの高速・大量配信を担う世界的リーディングカンパニー（NASDAQ上場）

商 号
設 立
従業員数
拠 点 数
総 資 産

PT Bank Danamon Indonesia, Tbk.
1956年
33,857人（2018年12月）
約1,200拠点（2018年12月）
1兆5,598億円（2018年12月、1IDR=0.0080円）

：
：
：
：
：

加盟店 事業者

POS

端末

ECサイト

電子マネー・
ポイント事業者

カード会社

ペイメント
ネットワーク

■  バンクダナモンの概要
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MUFGは、環境・社会課題解決と持続的成長をめざし、E（環境）・S（社会）・
G（ガバナンス）課題に取り組んでいます。 MUFGは、お客さまへの金融サービス

の提供を通じて、持続可能な社会の実
現、そしてSDGs＊の達成に貢献するた
め、2019年度から2030年度までに
累計20兆円（うち、環境分野で8兆円）
のサステナブルファイナンスの実施を
めざしています。

サステナブルファイナンス目標の新設

世界の再生可能エネルギーの普及に貢献

MUFGは太陽光・水力・風力・地熱発電などのクリーンエネルギー事業に関連した
プロジェクトファイナンスのアレンジや融資を通じて、世界の再生可能エネルギーの
普及に取り組んでいます。2018年にはクリーンエネルギー事業に関連したファイナン
スリードアレンジャーのリーグテーブルにおいて、民間のグローバル金融部門で3年
連続世界ランキング第1位を達成しました。

https://www.mufg.jp/vcms_lf/news/pressrelease-20190515-001.pdf
▶「MUFG環境・社会ポリシーフレームワークの改定」の詳細は以下URLをご参照ください

■  クリーンエネルギー部門におけるファイナンスアレンジの実績推移

（十億米ドル） 世界ランキング

4位 3位 2位2位 1位1位1位 1位

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

（出所）Bloomberg New Energy Finance ASSET FINANCE/Lead arrangers LEAGUE TABLE

＊ 国連で採択された｢持続可能な開発目標｣

3.9
4.3

2.92.6
2.02.11.8

2.3

MUFGは、環境・社会配慮を実現するための枠組みとして「MUFG環境・社会ポリ
シーフレームワーク」を定めています。2019年5月には、さまざまなステークホルダー
の意見・考え方を踏まえ、本ポリシーフレームワークを改定しました。
改定の主なポイントは以下のとおりです。

MUFG環境･社会ポリシーフレームワークの改定

改 定

改 定

新 設

石炭火力発電セクター

ファイナンスに際して
特に留意する事業

アセットマネジメント事業

本件後は、新設の石炭火力発電所へ
のファイナンスは、原則として実行し
ません

石炭火力発電・クラスター弾製造に
加えて、森林･パーム油･鉱業（石炭）
を新たに追加

アセットマネジメント事業にかかる
環境・社会課題に対する取り組みに
ついての責任投資ポリシーを新設

（年）
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2019年9月30日（月）愛知県名古屋市中区【名古屋】 各回150名

開催概要1

募集対象者

参 加 費

………

………

2019年3月末時点で当社株式を1,000株以上お持ちの株主さま
（ご同伴は1名さままで可）
無料

内 容

時 間 ［午前の部］10：30 ～ 12：00頃 　［午後の部］14：00 ～ 15：30頃

開催場所 各地域のグループ会社または外部の会議室

テーマ
講 師

：「内外の経済・金融を展望する」（仮題）
：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社
  研究理事　五十嵐 敬喜 氏 

2019年9月19日（木）東京都千代田区【東 京】 各回380名

2019年10月10日（木）大阪府大阪市中央区【大 阪】 各回200名

開 催 日
募集人数

①経済セミナー（東京・名古屋・大阪）

五十嵐 敬喜氏

お問い合わせ先：株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ

受付時間：土・日・祝祭日を除く9：00～12：00、13：00～17：00

MUFG株主倶楽部
専用デスク

0120-321-629
（通話料無料）

代表電話 03-3240-8111
（通話料有料）

MUFGでは、下記のとおり株主さま向けのセミナーを開催いたします。

当社ホームページ内『動画配信』（https://www.mufg.jp/ir/investors/movie/）

mufg 　201909

▶リンク先情報

▶ユーザー名 　▶パスワード 　▶配信期間

経済セミナーの様子を当社ホームページにて公開します。パソコン・スマートフォン等
からご覧いただけますので、ぜひご視聴ください。

動画配信2

東京会場終了後、1ヵ月間

②為替相場セミナー＆ディーリングルーム見学会（東京）

2019年10月30日（水）　 80名開 催 日
募集人数 13：30 ～ 16：00頃時 間

内 容

三菱UFJ銀行内会議室およびディーリングルーム（東京都千代田区）開催場所

第一部

第二部

▶

▶

テーマ：「外国為替市場の現状と展望」（仮題）
講  師：株式会社三菱UFJ銀行グローバルマーケットリサーチ

チーフアナリスト　内田 稔 氏
ディーリングルーム見学会
（ディーラーが取引を行う現場をご覧いただきます）

応募要領3

締め切り　2019年7月17日（水）消印有効

抽選の上、当選された株主さまには2019年8月下旬から9月上旬にご招待状をお送りいたします。
なお、抽選の際は過去にご当選経験の少ない株主さまを優先させていただきます。
◎ご注意◎
1.当日の受付時刻および場所等の詳細につきましては、当選された株主さまのみにご案内いたします。
2．開催場所までの往復の交通費は各自でご負担いただきます。
3．応募時に必要事項の記入漏れがあった場合には、無効となりますのでご注意ください。
4.やむを得ない理由で中止や内容変更となる場合がございます。あらかじめご了承ください。

ご記入要領

１.

2.

3.

4. 

ご希望のセミナーおよび開催日時をいずれか1つ
選択してください（複数選択、無選択は無効）。
株主さまのご住所、お名前（ふりがなを含む）、お電話
番号、株主番号（同封の「配当金計算書」または「配当
金領収証」の右上8桁の番号）をご記入ください。
ご同伴者さまがいらっしゃる場合は、その方のご住所、
お名前（ふりがなを含む）もご記入ください。
個人情報保護シールをはがし、折り曲げてしっかりと
貼り付けてご投函ください。

応募方法：同封の「ＭＵＦＧ株主セミナー参加申込書」に必要事項をご記入の上、ご投函ください。

●●●●●●●●

●●●●●●●●
株主番号は
配当金計算書に
記載されています

●●●●●●●●

●●●●●●●●
株主番号は
配当金計算書に
記載されています

14

東京都府中市日鋼町1-1



会社情報／株式情報

12

株式に関するお手続き
・証券会社の口座に当社株式が記録されている株主さま
原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社
等）で承ることとなっておりますので、お取引の証券会社
等にお問い合わせください。
・特別口座に当社株式が記録されている株主さま
 上記三菱ＵＦＪ信託銀行にお問い合わせください。
三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支払いします。

住所・氏名など届出事項の
変更、配当金振込先の指定、
買取請求その他各種お手続き

未受領配当金の支払

株式事務のご案内
定時株主総会基準日
定時株主総会
配当金受領株主確定日
公告掲載方法

上場証券取引所

3月31日
6月下旬
期末配当金3月31日／中間配当金9月30日
当社の公告は電子公告により行っております。
電子公告掲載URL : https://www.mufg.jp/
ただし、やむを得ない事由により、電子公告を行うことができ
ない場合は、日本経済新聞に掲載する方法により行います。
東京、名古屋、ニューヨークの各証券取引所
東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部
〒１３７-８０８１ 新東京郵便局私書箱第29号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部
電話：０１２０-２３２-７１１（通話料無料）
（受付時間　土・日・祝祭日を除く９：００～１７：００）

（特別口座の口座管理機関）株
式
事
務
取
扱
場
所

　 株主名簿管理人

　 事務取扱場所

　 お問い合わせ先・
 　郵便物送付先

取締役・執行役
取
締
役

執
行
役

（2019年6月27日現在）

藤井眞理子

加藤　薰

松山　遙

トビー・S・マイヤソン

野本　弘文

奥田　務

新貝　康司

タリサ・ワタナゲス

  ふ じ い  ま  り  こ

  か と う 　  かおる

 まつやま　　 はるか　

T o b y  S .  M y e r s o n

 の も と 　　  ひろふみ

 お く だ 　　  つとむ

 しんがい         や す し

Ta r i s a  Wa tanaga se

取締役 *

取締役

取締役

取締役

取締役

取締役

取締役

取締役

取締役 *

取締役 *

取締役 *

取締役 *

取締役 *

取締役 *

取締役 *

取締役 *

山手　章

黒田　忠司

岡本　純一

平野　信行

池谷　幹男

荒木　三郎

三毛　兼承

亀澤　宏規

  や ま て 　　 あきら

  く ろ だ 　 　 た だ し

 おかもと　　 じゅんいち

  ひ ら の 　　  のぶゆき

 いけがや         み き お

  あ ら き    さぶろう

 み  け　　　かねつぐ

 かめざわ　　 ひろのり

株式の状況（普通株式）（2019年3月31日現在）

株式の状況 発行済株式の総数
株主数

13,667,770,520株
695,521名

大株主

1.
2.
持株比率は、小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。
普通株式の持株比率は、自己株式708,461,901株を除いて算出しております。

（注）

持株比率（％）所有株式数（株）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口)
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口)
SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT
（常任代理人 香港上海銀行東京支店）
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口５）
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９）
GOVERNMENT OF NORWAY
（常任代理人 シティバンク、エヌ・エイ東京支店）
JP MORGAN CHASE BANK 385151
（常任代理人 株式会社みずほ銀行決済営業部）
STATE STREET BANK WEST CLIENT-TREATY 505234
（常任代理人 株式会社みずほ銀行決済営業部）
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口1）
THE BANK OF NEW YORK MELLON AS 
DEPOSITARY BANK FOR DR HOLDERS
（常任代理人 株式会社三菱ＵＦＪ銀行）

738,305,200
679,609,600

338,906,515

266,418,200
205,451,700

194,590,625

193,449,305

189,409,851

177,577,500

175,825,882

5.69
5.24

2.61

2.05
1.58

1.50

1.49

1.46

1.37

1.35

1
2

3

4
5
6

7

8

9
10

所有者別分布状況

（注）構成比率は、小数点第3位以下を切り捨て、
自己株式・単元未満株式を除く。

■金融商品取引業者

■個人・その他
14.10%

■金融機関
32.00%

■その他の法人
13.14%

4.99%
■政府および地方公共団体

0.02%

■外国法人等
35.72%

* 取締役のうち、藤井 眞理子、加藤 薰、松山 遙、トビー・S・マイヤソン、野本 弘文、奥田 務、新貝 康司、タリサ・ワタナゲス、
山手 章の各氏は、会社法第2条第15号に定める社外取締役です。

執行役専務

執行役専務

執行役専務

執行役常務

執行役常務

執行役常務

執行役常務

執行役常務

執行役常務

横川　直
二重　孝好
長島　巌
林　尚見
半沢　淳一
亀田　浩樹
小倉　律夫
桑原　昌宏
森　浩志

   よこかわ         すなお

  ふ た え 　   たかよし

 ながしま　   いわお

はやし　　　な お み

 はんざわ　   じゅんいち

  か め だ 　   ひ ろ き

  お ぐ ら 　   り つ お

 くわはら　　 まさひろ

 もり　　　　ひ ろ し

執行役会長

代表執行役
副会長
代表執行役
副会長
代表執行役
社長
代表執行役
副社長

執行役専務

執行役専務

執行役専務

執行役専務

執行役専務

平野　信行
池谷　幹男
荒木　三郎
三毛　兼承
亀澤　宏規
徳成　旨亮
安田　正道
籔田　健二
堀　直樹
宮地　正人

  ひ ら の 　　  のぶゆき

 いけがや         み き お

  あ ら き    さぶろう

 み  け　　　かねつぐ

 かめざわ         ひろのり

  とくなり　　 むねあき

  や す だ まさみち

  や ぶ た 　 け ん じ

  ほり　　　　な お き

  み や ち 　 ま さ と
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〒100-8330　東京都千代田区丸の内2-7-1
電話03（3240）8111（代表）
URL : https://www.mufg.jp/

株式に関するお手続についてご不明な点などがございましたら、
以下の株主名簿管理人の連絡先にお問い合わせください。

電話：0120-232-711（通話料無料）
（受付時間　土・日・祝祭日を除く9：00～17：00）

■中長期的にめざす姿

1. お客さまの期待を超えるクオリティを、グループ全員の力で

お客さま視点を常に大切にし、グローバルに変化する多様なニーズを逸早
くとらえ、グループ全員の力で応えていく。社員一人ひとり・一社一社が
専門性を極め、グループ一体となって連携・協働し、世界水準のトップ
クオリティを追求する。

2. お客さま・社会を支え続ける、揺るぎない存在に

変化の激しい時代においても、お客さまの資産を守り、日本社会と世界経済
の健全な成長を支える。一人ひとりが築く信頼と、グループ全員で作る強固
な経営基盤で、最も信頼される頑健な存在であり続ける。

3. 世界に選ばれる、アジアを代表する金融グループへ

これまで培ってきた強みを活かし、日本はもとより、アジア、そして世界に
おいても選ばれる存在となる。多様化・ボーダレス化する社会で、変化へ
積極的に対応し、一人ひとりが成長・活躍できる組織として進化を続ける。

世界に選ばれる、信頼のグローバル金融グループ
－Be the world’s most trusted financial group－
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